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加藤 隆史（松本歯科大
学総合歯科医学研究所
顎口腔機能制御学部門）

A. 総論・疫学

A-1 日本における三次小児睡眠センター設立の試み 谷池　雅子
大阪大学大学院医学系研究科　子どものこころの分
子統御機構研究センター

A-2 一般総合病院神経内科において機能する睡眠センターとは？ 立花　直子 関西電力病院　神経内科・睡眠関連疾患センター

A-3 睡眠時無呼吸症候群と生活習慣病との関連に関する研究 舘　由貴 金沢医科大学　睡眠障害センター　呼吸器内科

A-4 施設介護者の１６時間夜勤中にとる仮眠と筋骨格系の痛み 高橋　正也 労働安全衛生総合研究所

A-5 長野県伊那地方における睡眠時ブラキシズムの疫学調査 加藤　隆史
松本歯科大学総合歯科医学研究所
顎口腔機能制御学部門

栂 博久（金沢医科大学
呼吸機能治療学）

B. SAS

B-1
閉塞型睡眠時無呼吸患者における軟口蓋部鼻気道の圧‐フロー
特性の評価

黄　正寿 金沢医科大学　呼吸機能治療学（呼吸器内科学）

B-2 心電図混入EMGによる小児の努力性呼吸波形の抽出 大木　昇 のるぷろライトシステムズ

B-3 夜間酸素吸入によって改善した中枢性睡眠時無呼吸症候群の１例 青木　賢樹 富山県立中央病院　神経内科

B-4 Research definitionとClinical definitionを用いたAHIの比較検討 上森　栄和 天理市立病院　内科

B-5
AHI(Research definition)20-40のOSAHSの鼻CPAP療法の現状ー
AHI(Clinical definitison)20-40群と20未満群との比較

千崎　香 天理市立病院　検査室

堀 有行（金沢医科大学
医学教育学

C. 新たな疾患・
解析方法

C-1
Sleep related groaning(Catathrenia)は単一疾患単位か？－終夜
睡眠ポリグラフ及び同時記録ビデオによる検討

村木　久恵 大阪回生病院　睡眠医療センター

C-2 CPAP治療を行ったSleep related groaning の一例 田中　まなみ 大阪回生病院　睡眠医療センター

C-3 OSAS患者における睡眠の安定性に対するCPAPの効果 細川　宗仁 独立行政法人国立病院機構　北陸病院

C-4
軽症閉塞性睡眠時無呼吸症候群に注意欠陥多動性障害を合併し
た小児患者におけるcyclic alternating patternの解析

ゴヤハン
大阪大学大学院医学系研究科　子どものこころの分
子統御機構研究センター

C-5 神経伝導検査で症状が再現された下肢制止不能症候群の一例 兒玉　光生 京阪奈病院　神経内科

香坂雅子（石金病院）
D. 小児・若年成

人症例

D-1 24時間ポリグラフを用いたナルコレプシーの検討 香坂　雅子 石金病院

D-2
レストレスレッグス症候群の合併が疑われたナルコレプシーの５歳
男児例

星野　奈津子 大阪大学大学院医学系研究科　小児科

D-3 睡眠呼吸障害を呈したJoubert症候群 渥美　正彦 上島医院　神経内科

D-4
閉塞性睡眠時無呼吸症候群の治療後に初めて診断が可能となっ
た広範性発達障害+注意欠陥多動性障害の臨床経過

毛利　育子
大阪大学大学院医学系研究科　子どものこころの分
子統御機構研究センター

D-5
nCPAP治療にて注意欠陥多動性障害が改善した軽症閉塞性睡眠
時無呼吸症候群の８歳男児例

加藤　久美
大阪大学大学院医学系研究科　子どものこころの分
子統御機構研究センター

古田 壽一（独立行政法
人国立病院機構　北陸
病院）

E. 不眠・眠気

E-1 慢性不眠症患者における客観的および主観的睡眠評価 谷口　充孝 大阪回生病院　睡眠医療センター

E-2 起床時睡眠感と睡眠パラメータの相関 中内　緑 京谷クリニック

E-3 わが国の勤労者の日中の眠気　第１報 渡辺　琢也 大阪府こころの健康総合センター

E-4 眠気の主観的指標と客観的指標の乖離について 漆葉　成彦 仏教大学　社会福祉学部

E-5
眠気に対してCPAP治療施行のみでは症状改善が乏しく多彩な背
景因子の関与が明らかとなったOSASの１例

杉山　華子 関西電力病院　神経内科・睡眠関連疾患センター
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